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課題の分類：作物＞冬作物＞小麦＞１－２－０１１－１

育種事業課題名：秋まき小麦新品種候補系統「北海２５７号」の概要

担当研究室：北海道農業研究センター・畑作研究部・麦育種研究室

キ－ワ－ド：秋まき小麦、パン適性、硬質、うどんこ病抵抗性

１．特性一覧表

GK Szemes系統名 北海２５７号 組合せ ホロシリコムギ／

１．製パン適性が優れる。 ２．赤さび病、うどんこ病抵抗性が優れる。特性 長所

３．耐倒伏性が優れる。

１．コムギ縞萎縮病抵抗性が劣る。 ２．収量性がやや劣る。短所

ha採用都道府県と普及見込み面積： 北海道 ５，０００

試験場所 育成地
系統・品種名北海257号 ﾎｸｼﾝ ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ 北海257号 ﾎｸｼﾝ ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ北海257号 ﾎｸｼﾝ ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ

形　　　質 (対照) (比較） (対照) (比較） (対照) (比較）
叢性 直立 直立 直立
株の開閉 かなり閉 閉 閉
早晩性 中 やや早 中
出穂期（月日） 6.12 6.06 6.10 6.08 6.02 6.07 6.11 6.05 6.10
成熟期（月日） 7.25 7.20 7.23 7.22 7.17 7.21 7.21 7.15 7.20
稈長(cm) 75 83 92 85 88 96 75 79 88
穂長(cm) 9.0 8.4 8.5 8.8 8.6 8.8 8.8 8.1 8.6
穂数(本/㎡) 604 621 654 532 608 544 431 570 474
芒の有無・多少 無～極少無～極少無～極少

穂型 棒状 棒状 棒状

ふの色 淡黄 淡黄 黄

耐寒性 中 中 中

耐雪性 やや強 やや強 やや強

赤さび病抵抗性 かなり強 中 やや弱

うどんこ病抵抗性 強 やや強 やや強

赤かび病抵抗性 中 やや弱 中

ｺﾑｷﾞ縞萎縮病抵抗性 弱 弱 中

耐倒伏性 強 強 やや強

穂発芽性 中 中 中

子実重(kg/a) 58.6 60.7 60.0 58.9 58.3 54.5 47.5 52.5 48.9
対対照比率(％) 96 100 99 101 100 93 91 100 93
リットル重（ｇ） 812 796 792 793 784 767 802 802 783
千粒重（ｇ） 41.3 38.1 42.2 44.1 39.8 45.6 43.7 39.3 44.9
原麦粒の見かけの品質 中上 中上 中上 中上 中上 中中 中上 上下 中上
粉質 硝子質 粉状質 中間質
製粉歩留（％） 71.5 68.6 72.7 69.1 69.5 68.7 69.5
ミリングスコア 83.8 82.4 84.8 78.1 78.6 77.6 78.9
60%粉 粗蛋白質含量(％) 11.4 10.3 10.5 9.5 8.6 10.8 9.3
60%粉 灰分含量(％) 0.44 0.41 0.43 0.50 0.49 0.50 0.48
粉の明るさ(L*) 85.66 85.99 85.71 86.87 86.83 87.02 87.03
粉の赤み(a*) 0.52 0.44 0.54 0.34 0.35 0.36 0.46
粉の黄色み(b*) 18.94 14.85 16.34 19.13 16.73 18.94 16.71
ｱﾐﾛｸﾞﾗﾑ最高粘度(BU) 458 1115 508 344 283 563 560
ﾌｧﾘﾉｸﾞﾗﾑ　吸水率（％） 66.4 53.5 65.3 69.1 66.6 69.1 68.6
ﾌｧﾘﾉｸﾞﾗﾑ　ﾊﾞﾛﾘｰﾒｰﾀｰﾊﾞﾘｭｳ 97 48 52 39 37 77 50
ｴｷｽﾃﾝｿｸﾞﾗﾑ   伸長度(E, mm) 137 213 176

伸長抵抗(R, BU) 715 468 363
形状係数(R/E) 5.22 2.20 2.06

製パン試験評価 85.4 86.9
試験年度

　注）育成地のファリノグラムのﾊ゙ﾛﾘー ﾒー ﾀー ﾊ゙ﾘｭｳおよびエキステンソグラムは平13年度試験成績。
　　　農試のファリノグラムの吸水率は平12～13年度の２ヶ年平均、ﾊ゙ﾛﾘー ﾒー ﾀー ﾊ゙ﾘｭｳは平13年度試験成績。
　　　製パン試験評価は製粉協会が実施した結果で、育成地は平10～13年度の４ヶ年平均、植物遺伝資源
　 ｾﾝﾀｰは平13年度。標準品(同一年産道立農試産「ハルユタカ」）を80点とした。

平10～13年度

中央農試 植物遺伝資源ｾﾝﾀｰ

平10～13年度 平10～13年度



２ 「北海２５７号」の特記すべき特徴．
成熟期は「ホクシン」に比較して５日遅く、収量性はやや劣る。赤さび病抵抗性、うど
んこ病抵抗性および耐倒伏性は優れるがコムギ縞萎縮病には弱い。粉質は硝子質であり、
小麦粉は黄色みが強く、ファリノグラムの吸水率は高く、製パン適性は優れる。

３．奨励品種に採用しようとする理由
北海道における小麦の作付面積は近年９万ha以上で推移し、このうち９割以上を秋まき
小麦が占め、特にめん用の「ホクシン」の作付が突出している 「ホクシン」は平成７年。
に育成され、当時の基幹品種である「チホクコムギ」と比較して、やや早生で、雪腐病抵
抗性等に優れ、多収であったため、急速に普及し 「チホクコムギ」と完全に置き換わる、
とともに、他の品種とも置き換わりつつある。しかし平成 年産から導入された民間流12
通の制度により、供給過剰気味の「ホクシン」の入札価格は低下してきている。

、 「 」一方北海道は国内唯一硬質小麦の生産が可能な地帯であり 春まき小麦の ハルユタカ

はパン用として一定の評価を実需者から受けている。そのため需要量は増加したが、近年

成熟期の不順な天候により穂発芽等の被害が多発し、需要量の多くが供給できない状態が

続き、実需者から硬質小麦の安定的な供給が要望されている。

「北海２５７号」は「ホクシン」に比べ、成熟期が５日遅く収量性がやや劣る。コムギ

縞萎縮病にも弱い。しかし、うどんこ病、赤さび病抵抗性および耐倒伏性に優れる。さら

に、製パン適性が「ハルユタカ」以上に優れる。

そこで「北海２５７号」を「ホクシン」の一部に置き換えることにより 「ホクシン」、

の需給バランスの改善をはかるとともに、国産硬質小麦の供給不足を解消し道産小麦の安

定供給に寄与できるものと考えられる。

ha４．普及見込み地帯 全道の秋まき小麦栽培地帯 ５，０００

「 」 （「 」 （ ））図 普及見込み地帯における 北海２５７号 の成熟期と収量 ホクシン 対比 ％

５．栽培上の注意

１）耐雪性は「ホクシン」と同じ“やや強”であるが、多雪地帯での冬損程度がやや多

い傾向が あるので、適切な管理に努める。

２）赤かび病抵抗性、穂発芽性は必ずしも強くないので、防除の徹底と適期収穫を励行

する。

３）パン用であるので、蛋白含量が低くならないように肥培管理に努める。
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